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１ 教һओ導からओ体的学習΁

　ॳظ段階では、生徒がద切に活動するように、教員が主ಋ的にࢦಋしなければならないことが

͋るが、Մ能な限り生徒が自ら考え、仲間と協力して活動するように工夫する。

　ྫえば押しの学習ではҎ下のྲྀれで進める。

技ज़的な指導をडけͣに、ԡし合い相撲を楽しむ

簡易試合を行い、学習したԡし方で相手をԡしてΈる

Ͳうしたら相手をԡͤるかについてグループ౼ٞする

（ੜెが௿い࢟੎からԡし্げる͜との重要ੑに
（ԉするɹࢧ・һが適切にॿ言ڭ、ようにͮ͘ؾ

グループ౼ٞでؾづいたことを、ԡすଆとडけるଆをܾめて࿅習する

指導計画２章

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

相撲௥Ճ����������

相撲௥Ճ����������

相撲௥Ճ����������

相撲௥Ճ����������

相撲௥Ճ����������

相撲௥Ճ����������

相撲௥Ճ����������

２ 基本動作

‎

‎

‎

‎

‎

‎

᪬᪘࢟੎から্体をલ܏し、྆࿹
をϋのࣈに開いて、ԼΖす

一ճ手をଧつ

手のฏをԼに޲ける

手্のॱࠨ、のલでӈ手্ڳ
で྆手のฏをすり合わͤる

手のฏが্に͘޲よう
に、྆手を開͘

খさ͘ԁをඳ͘ように、
྆手をճす

྆࿹をࠨӈに大き͘޿げる

⁞

⁡

⁤

 

⁢

⁠

⁣

˔ਖড়ਫ（ͪりͪΐうͣ）※ৄࡉは付ଐ%7%ࢀর

˞ਖড়ਫは相撲にಛ༗な礼法で͋り、相手を尊重し、ਅ

を͜めて、一つͻとつの動作ͪ࣋ؾ勝ෛを重んじる݋

をஸೡに行えるようにする。

˞ ྆ 手のฏのすり合わせは೉しいので、ա度の習熟をٻ

めないように஫意する。

・蹲
㆝㇓

踞
ㆌ㇇

姿
㆗

勢
㆛ㆂ

をҡ࣋する

・大きく྆࿹を開く

ʻ要఺ʼ

下૲の࿐で手をਗ਼めたうえで、自分が武ثを࣋たͣに

正ʑಊʑと戦うことを、ఱ஍に੤う。

ਖড়ਫの元དྷの意味
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３ 基本となる技の学習

ᾇԡし

　　

ᾈدり

ᾉ౤͛技（ग़し౤͛）

試合でのঁࢠಉ࢜の取り組Έ
ɹࠨのੜెは、ԡしの基本で͋る
中ࠊのߏえで、相手をҾきつけて
લに出ようとしている。

相撲 1

ʮ্手出し投げʯ
ɹલに出て相手にѹ力をかけて、相手がԡ
しฦしてきたと͜Ζで、λΠϛϯάよ͘体
を開いて投げる。勝ෛがܾ·らな͘ても、
相手がόϥϯεを่したと͜Ζでલに出
て、دりとの࿈続技で攻めるとྑい。

相撲 1

相撲मਖ਼ ����������

相撲 1

‎

ൃ、の場合、্のਤのようにࢠঁ
ୡ的ಛੑに഑ྀして、ԡすଆはड
けるଆのࠊの͋たりをԡすという
方法も͋る。

相撲 1・中腰の構えをҡ࣋する

・すり足で前へ出る

ʻ要఺ʼ

・押しを基本とする

・まわしをҾきつける

ʻ要఺ʼ

・相手のまわしの前の方を取って、投げる

・体を開いてԣに出すように投げる

ʻ要఺ʼ

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

ᾊ前さ͹き
　ここでは、前さばきで࢖用するおっつけとרきฦしについて解આする。

⁞おっつけ

きฦしר 

ʮおっつけʯ
ɹӈਤでは、相手がࠩして͘ると͜Ζを、ԡしの
基本で͋る中ࠊのߏえから、࿬をしめて、Լから
্にԡし্げている。
ɹԡし্げるࡍには、手ͩけでԡし্げるのでは
な͘、എ中をؙめたߏえから、଍ࠊを࢖ってԡし
্げるように行うとྑい。

相撲मਖ਼ ����������

ʮרきฦしʯ
ɹࠨਤは、ӈ࢛つから、ӈଆがרきฦしを行おう
としているྫ
ɹ্体をޙ方にҾき、相手の্体と自෼の্体の
間にܺ間をつ͘りࠨ、 ࿹をࠩしࠐもうとしている。
੒ޭすると༗རな体੎になるが、相手にҾきつけ
らΕて一ؾにલに出らΕる͜とが͋るので、λΠ
ϛϯάが重要で͋る。

相撲 1

・相手のගに手を当てて、下から上へ押す

・࿬をしめて、相手の差し手からの攻ܸを防͙

ʻ要఺ʼ

・ 上手を཭し、相手の体と自分の体の間にۭ間をつくり、

上手を下手に素ૣくೖれかえる

ʻ要఺ʼ
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４ 安全؅理・指導

ᾇ安全ੑ確保のための確認߲ࣄ
　生徒が安全で楽しく相撲を学ぶために、ࢦಋऀは、࣍のことを೺Ѳ・確認する必要が͋る。

⁞୯ݩ開࢝લ

　・生徒の࣬ප等の確認

発生時のର応手ॱの確認ނࣄ・　

　・"&% のઃஔ৔ॴ、࢖用法の確認

の確認߲ࣄࢭې、技ࢭېな体勢、ルールやݥة・　

　・施ઃ、用۩の安全確認

 तۀલ

状況の೺Ѳۈ教་の出ޢ௕、教頭、ཆߍ・　

　・೤中঱予防に関する確認

　・施ઃ、用۩の安全確認（安全点ݕ表の活用）

⁠तۀ中

　・出ܽ੮の確認

　・生徒の健康状態の೺Ѳ

　・健康観察（学習ノート・Χーυ）

　・ つめ、ϔアϐン、めがね（相撲の取り組み時には֎す）、෰૷（ঁࢠの下ணでۚଐを前෦に

で͋ることを伝える）等の確認ݥة用しているものについては、単元開࢝前に࢖

　・準備運動（ᰍ෦のストレッν・トレーニングを行い、έΨの防ࢭに౒める）

　・੔理運動

　・έΨの༗無の確認

⁡तޙۀ

　・施ઃ、用۩の੔備（安全点ݕ表の活用）

ᾈ安全໘に配慮した指導๏
　࣍の安全໘についての഑ྀをしながら、授業を進めることが必要で͋る。

⁞ஈ֊的な指導

　・基本動作 ˠ 基本となる技 ˠ 関連技術 ˠ 相撲͋そび ˠ ؆қ的な試合 ˠ 試合

 動きの中でのडけ਎をఆண

・蹲踞相撲

⁠ϧʔϧやࣄࢭې項を޻෉

・઀৮した状態からの試合

・仕切りでの྆ऀの間ִを഑ྀした試合

されている技・行ҝの確認ࢭې・　

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

⁡ॳ৺ऀに見らΕるແཧな体੎やݥةなঢ়گの೺Ѳ（۩体ྫ）

このような体勢になった৔合は、取り組みをଈ࠲に中ࢭさせ、取り௚しをさせる。

に当てるڳಋ法としては、ৗに中腰の構えを意識して、頭をつける৔合には、ͻたいを相手のࢦ

ようにする。

ಋ法としては、相撲を取る際は、කが৳びきらないように஫意し、స౗の際は͋ごをҾき、എࢦ

中をؙめるようにする。また、足をמる技（֎ֻけ、಺ֻけ）は、ࢭې技とし、ルールを工夫し、

స౗により頭෦をଧつことをճආする。

‎

相撲 2
相撲 2

相手の体が׬全に஦にුいた体੎
（ೋஸ投げ）

相手がडけ਎を取Εͣ、಄෦をଧつ場合が
͋る

���������おޓいに体が৳びきった体੎

相撲 2
相撲 2

おޓいに体が৳びきった体੎からਅޙΖに౗Εる
と、ޙ಄෦をଧつ場合が͋る

‎

相撲 2相撲 2

ϥάϏʔのεΫϥϜのように಄がޓいにೖり
（のೖΕटי）む体੎ࠐ

、಄෦が相手のෲ෦のԼにೖってし·いޙ
্からのしかからΕる体੎
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。ಋ法としては、相手を࣋ち上げた৔合、投げͣに、౔ඨの֎に運ぶ（吊り出し）ようにするࢦ　

࣋ち上げられた৔合は、無理に఍߅しない。また、ೋஸ投げや吊りམとし、足取りなど、స౗の

際、受け身が取れͣ、頭෦をଧつՄ能ੑが͋る技については、ࢭې技にするなど、ルールを工夫

することも必要で͋る。

ᾉ߲ࣄࢭې౳
　Ҏ下の߲ࣄをࢀ考にし、έΨやނࣄの防ࢭに౒めながら授業を進めることが必要で͋る。

⁞ΞϚνϡΞ相撲نఔ্の߲ࣄࢭې
　・こぶしでԥる　　・ڳ෦、ෲ෦をऽる　　・ٸॴ（໨、みͧおち）をこぶしまたはࢦでಥく

　・頭൅をつかむ　　・のどをつかむ　　　　・ނ意にணҥをつかむ（ঁࢠ相撲の৔合）

むט・　

 ΞϚνϡΞ相撲（খ・中学ੜ）のنఔ্の߲ࣄࢭې

相撲 3
相撲 3
相撲 3

相撲 3相撲 3
相撲 3

൓り技

立てまわしをつかむ

Տ௡ֻけ

ંりࠐΈをつかむ

さ͹ંり

合ঠに組む

相撲 2相撲 2相撲 2

લͿ͘Ζをつかむ、·たはԣから
指をೖΕてҾ͘

ೋ指ҎԼの指をંる ுり手

஫） 前ทのいͣれのέースも、練習や試合の中でこのような体勢が見られた৔合には、ނࣄ防ࢭのため
に取り組みをଈ࠲に中ࢭさせる。ಛに授業のॳظ段階では、無理な体勢やݥةな状況について、ஸ
ೡにࢦಋすることが๬ましい。

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

⁠तۀでࢭېすることが๬ましい技と行ҝ

　（関અ・टをきめる౤͛技）

相撲 3相撲 3
相撲 3

相撲 3

相撲 3
相撲 3

相撲 3

か্ͪげ（ගで相手の͋͝を

ಥき্げる）

相撲 3
相撲 3

きめ出し、きめ౗し

（かん͵き）
࿬にೖった相手のटを

きめる（๊えࠐむ）

・ऽる技（ऽた͙り、ऽฦし）

・頭ಥき

・のどྠ

・टから上へのಥっுり

খ手投げ

ೋஸ投げ

ट投げ

内ֻけ

଍取り

手࢛つ
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相ɹɹ撲

◯

◯

◯

◯

○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。また、相撲の学習にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方を कΖうとすることができるとともに、相撲のಛੑや੒り立ち、技の名称・方法などを理解し、課題に応じた運動の仕方を工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技を用いて、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に関心をもち、分୲した役割を果たし、学習にੵۃ的に取り組むとともに、礼法やॴ作など伝統的な行動の仕方を कΖうとする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】相撲のಛੑや੒り立ち、技の名称・方法について理解するとともに、技能の重要なϙΠントを見つけることができる。

１　学習の見通しを࣋つ。
・運動のྺ࢙やಛੑや楽しみ

方を理解し、学習のねらい
や計画をつかむ。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　相撲͋そびを行う。
・手押し相撲
・手Ҿき相撲

＜学習Ⅰ＞
○運動のಛੑや学習のねらい、
計画を理解しよう。

相撲͋そびにؔ৺をも
ͪ、楽しんで取り組も
うとしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作を身につける。
・蹲踞姿勢
・塵浄水

２　基本となる技の学習と簡
易的な試合
　・押し
　・ਞ取り相撲

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○中ࠊのߏえのॏ要ੑにؾづき、相撲の基本動作および基本となる技（ԡし、دり）を学ぼう。
○簡易的な試合を通して相撲に਌しΈ、ੵ 。動にऔり૊もう׆的にۃ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本となる技（ԡし、دり）を身につけるとともに、ط習の技ೳを用いた攻防が展開でき
るようにしよう。
○簡易的な試合で、ྱ ๏やॴ作をकΖう。
○学習では、自己の役割を果たし、仲間とڠ力しながら、技の学び方を身に付けよう。

１　基本となる技の学習と
簡易的な試合

・押し
・ਞ取り相撲

２　基本動作の学習
・中腰の構え
・腰割り

３　簡易的な試合
・ਞ取り相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る。（復習として）
　・中腰の構え
　・腰割り

２　基本となる技の学習
　・押し　
［中腰の構え、すり足］
　ର人で約束練習をする。

３　基本動作の学習
　・四股

４　簡易的な試合
　・押し合い相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り
　　（約束練習）

２　基本動作の学習
　・運び足

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

１　基本動作の学習（復習
として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
・押し
・寄り

・投げ技（出し投げ）
　　（約束練習）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
相撲　

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（४උ
運動、ิڧ運動として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした

相撲（5人ൈき戦）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の確認（४උ
運動、ิڧ運動として）

２　基本となる技の確認
（試合前の技ज़確認とし
て）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
　　団体戦（5人੍）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
（復習として）

・押し
・寄り
・投げ技（出し投げ）

ର人で約束練習をする。

２　基本動作の学習
・仕切り
・立ち合い
・受け身

３　簡易的な試合
・基本となる技に限定し

た相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ
　　相撲の基本的߲ࣄに関

する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
　・学習ノートをまとめる

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
○࣍の学習に޲けて、՝୊
や手がかりを整理しよう。

基本動作（᪬᪘࢟੎、ਖড়
ਫ）ができる。

簡易的な試合において、
礼法や所作を行おうと
している。

簡易的な試合の中で௿
い࢟੎（中ࠊのߏえ）の
重要ੑにͮؾいている。

自己の役割を責任をもっ
て果たそうとしている。

基本動作や基本となる技
を用いて攻防を展開でき
る。

基本となる技（ԡし、د
り）ができる。

【知識・理解】学習ノートの記
述および単元末テストの結果
から実現状況を判断する。

相撲の基本的ࣄ項（ಛੑ
や੒りཱͪ、技の名称や
行い方）について、書き
出している。

基本動作（中ࠊのߏえ、
運び଍）ができる。

安全確保のために、ड਎
のֶ習にੵۃ的に取り
組んでいる。

指導と評価の計画（第 1学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )

1 2 3 4 5

指
導
内
容

ね
ら
い

学

習

の

流

れ

評

価

機

会

等

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断

技
能

知
識
・
理
解

評
価
方
法
等

（
注
）   

・
武
道
の
伝
統
的
な
考
え
方

　
　・
相
撲
の
伝
統
的
な
所
作
、礼
法

　
　・
基
本
と
な
る
技
の
名
称
や
方
法

　
　・
正
規
の
試
合
方
法

　
　・
審
判
法

　
　・
運
動
観
察
と
見
取
り

6 7 8 9 10

自由な押し合いの中で、技
能の重要なϙΠントを考
える
ˠl きͮؾ z へ

ޮ果的な方法を意識し
た練習
ˠ　ʮ中腰の構えʯの重
要ੑにͮؾく

安全確保のためにも、
受け身の学習は段階的
に行う

グループ学習
・仲間と協力して行う
・課題を໌確にし、それ
に応じた練習方法で行
う

・安全ੑに഑ྀしたルール・礼法のపఈ ౳のઆ໌߲ࣄࢭې

相手に当たって
から行う

競技方法・ུࣜの
審判法のઆ໌



��

◯

◯

◯

◯

○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。また、相撲の学習にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方を कΖうとすることができるとともに、相撲のಛੑや੒り立ち、技の名称・方法などを理解し、課題に応じた運動の仕方を工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技を用いて、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に関心をもち、分୲した役割を果たし、学習にੵۃ的に取り組むとともに、礼法やॴ作など伝統的な行動の仕方を कΖうとする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】相撲のಛੑや੒り立ち、技の名称・方法について理解するとともに、技能の重要なϙΠントを見つけることができる。

１　学習の見通しを࣋つ。
・運動のྺ࢙やಛੑや楽しみ

方を理解し、学習のねらい
や計画をつかむ。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　相撲͋そびを行う。
・手押し相撲
・手Ҿき相撲

＜学習Ⅰ＞
○運動のಛੑや学習のねらい、
計画を理解しよう。

相撲͋そびにؔ৺をも
ͪ、楽しんで取り組も
うとしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作を身につける。
・蹲踞姿勢
・塵浄水

２　基本となる技の学習と簡
易的な試合
　・押し
　・ਞ取り相撲

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○中ࠊのߏえのॏ要ੑにؾづき、相撲の基本動作および基本となる技（ԡし、دり）を学ぼう。
○簡易的な試合を通して相撲に਌しΈ、ੵ 。動にऔり૊もう׆的にۃ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本となる技（ԡし、دり）を身につけるとともに、ط習の技ೳを用いた攻防が展開でき
るようにしよう。
○簡易的な試合で、ྱ ๏やॴ作をकΖう。
○学習では、自己の役割を果たし、仲間とڠ力しながら、技の学び方を身に付けよう。

１　基本となる技の学習と
簡易的な試合

・押し
・ਞ取り相撲

２　基本動作の学習
・中腰の構え
・腰割り

３　簡易的な試合
・ਞ取り相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る。（復習として）
　・中腰の構え
　・腰割り

２　基本となる技の学習
　・押し　
［中腰の構え、すり足］
　ର人で約束練習をする。

３　基本動作の学習
　・四股

４　簡易的な試合
　・押し合い相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り
　　（約束練習）

２　基本動作の学習
　・運び足

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

１　基本動作の学習（復習
として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
・押し
・寄り

・投げ技（出し投げ）
　　（約束練習）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
相撲　

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（४උ
運動、ิڧ運動として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした

相撲（5人ൈき戦）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の確認（४උ
運動、ิڧ運動として）

２　基本となる技の確認
（試合前の技ज़確認とし
て）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
　　団体戦（5人੍）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
（復習として）

・押し
・寄り
・投げ技（出し投げ）

ର人で約束練習をする。

２　基本動作の学習
・仕切り
・立ち合い
・受け身

３　簡易的な試合
・基本となる技に限定し

た相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ
　　相撲の基本的߲ࣄに関

する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
　・学習ノートをまとめる

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
○࣍の学習に޲けて、՝୊
や手がかりを整理しよう。

基本動作（᪬᪘࢟੎、ਖড়
ਫ）ができる。

簡易的な試合において、
礼法や所作を行おうと
している。

簡易的な試合の中で௿
い࢟੎（中ࠊのߏえ）の
重要ੑにͮؾいている。

自己の役割を責任をもっ
て果たそうとしている。

基本動作や基本となる技
を用いて攻防を展開でき
る。

基本となる技（ԡし、د
り）ができる。

【知識・理解】学習ノートの記
述および単元末テストの結果
から実現状況を判断する。

相撲の基本的ࣄ項（ಛੑ
や੒りཱͪ、技の名称や
行い方）について、書き
出している。

基本動作（中ࠊのߏえ、
運び଍）ができる。

安全確保のために、ड਎
のֶ習にੵۃ的に取り
組んでいる。

指導と評価の計画（第 1学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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等

（
注
）   

・
武
道
の
伝
統
的
な
考
え
方

　
　・
相
撲
の
伝
統
的
な
所
作
、礼
法

　
　・
基
本
と
な
る
技
の
名
称
や
方
法

　
　・
正
規
の
試
合
方
法

　
　・
審
判
法

　
　・
運
動
観
察
と
見
取
り

6 7 8 9 10

自由な押し合いの中で、技
能の重要なϙΠントを考
える
ˠl きͮؾ z へ

ޮ果的な方法を意識し
た練習
ˠ　ʮ中腰の構えʯの重
要ੑにͮؾく

安全確保のためにも、
受け身の学習は段階的
に行う

グループ学習
・仲間と協力して行う
・課題を໌確にし、それ
に応じた練習方法で行
う

・安全ੑに഑ྀしたルール・礼法のపఈ ౳のઆ໌߲ࣄࢭې

相手に当たって
から行う

競技方法・ུࣜの
審判法のઆ໌

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作と基本となる技を用いて、相手の動きに応じながら、攻防を展開できるようにする。相手をଚ重する とともに、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などにつ
いて理解し、健康・安全にؾを഑り課題に応じて学習活動の取り組みを工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技（押し、寄り、前さばき、投げ技）ができるようにする。基本動作と基本となる技を用いて、相手 の動きに応じながら、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方をकり相手をଚ重しようとするとともに、߲ࣄࢭېを行わないなど健康 ŋ安全にؾを഑り、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などについて理解するとともに、課題に応じて学習活 動の取り組み方を工夫することができるようにする。

１　学習の見通しをもつ。
・運動の基ૅ知識を確認し、

学習のねらいや計画をつか
む。
ಛに礼法に関して重点的に
学習する。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　簡易的な試合を行う。
・蹲踞相撲
・ਞ取り相撲
・押し合い相撲

＜学習Ⅰ＞
○基ૅ知識を整理し、学習のね
らい、計画を理解しよう。

લ୯ݩをৼりฦり、相
撲の基本஌ࣝを言った
り書き出している。

１　基本動作の学習（復習）

２　基本となる技とその関࿈
技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○相撲の学習にੵۃ的にऔり૊Έ、基本となる技とその関࿈技ज़を身に付けよう。
○相撲の࿅習により高まる体力について理解しよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本動作および基本とな る技を身につけ、相手の動きに応じて攻防を展開しよう。
○健康・安全に配慮し、互い に仲間の学習をԉॿし合いながら、自身の՝୊に応じた࿅習方๏をબび、学習を進めよう。
○技の໊শや方๏、高まる体 力や試合の行い方を理解するとともに、ྱ ๏、ॴ作を行い相手をଚॏするଶ౓を表し、෢ಓの伝統的な考え方を学ぼう。

１　基本動作の学習（復習）
実戦に向けて、仕切りや
受け身を重点的に行う。

２　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

　　（約束練習）

３　簡易的な試合
・押し合い相撲
・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　関࿈して高まる体力に
ついての学習

２　基本動作の学習
　・立ち合い
　・受け身
　　（復習）

３　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習
　・投げ技（出し投げ）
　・その関連技術

４　簡易的な試合
　・ෳ਺の基本となる技に

限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る

・四股
・運び足
・立ち合い
・受け身

２　基本となる技の学習
・前さばき
　　おっつけ
みࠐりߜ　　
　　いなし

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相

撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

２　基本となる技の学習
基本となる技とその関連
技術

３　簡易的な試合
・ෳ਺の技を用いた体格

別の試合

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法

の確認
　・団体戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法
の確認

　・習熟度別個人戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　基本となる技とその関
࿈技ज़を学習

・寄りとその関連技術
・前さばき
きฦしר・
・投げ技とその関連技術

習技、関࿈技ज़の整ط　３
理確認

４　簡易的な試合
・既習技に限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ

　相撲の基本的߲ࣄに関
する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
・学習ノートをまとめる。

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
○࣍の学習に޲けて、՝୊
や手がかりを整理しよう。

楽しさや喜びを味わいなが
ら、基本となる技 ( ԡし、د
り ) のؔ࿈技ज़のֶ習にੵ
的に取り組もうとしていۃ
る。

礼法、所作を行い、相手
を尊重するଶ度を示そ
うとしている。

相撲の練習により高·
る体力について、書き出
している。

άϧʔϓֶ習の中で、自
਎の՝୊をさがし、その
՝୊に応じた練習の方法
を選んでいる。

相手の動きに応じながら、
基本動作、基本となる技お
よびそΕらのؔ࿈技ज़を
用いて攻防を展開できる。

項を行わないなࣄࢭې
Ͳ、安全にཹ意して簡易
的な試合に取り組んでい
る。

相撲の礼法・所作および
武道の伝統的な考え方、
技の名称や方法、試合の
方法、相撲の練習により
高·る体力について書き
出している。

ֶ習した安全্の஌ࣝ
を、練習や試合のさ·
͟·な場໘に׆用して
いる。

基本となる技（ԡし、د
り、出し投げ）と、そのؔ
࿈技ज़ができる。

指導と評価の計画（第 2学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。(̍時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

相手の動きに応じて技を用いることができるよう実戦的な技術を学ぶ

　　　　　　　　　　　（ྫ）・௿い姿勢から押し上げる
　　　　　　　　　　　　　　・上手はઙく、下手はਂく取る
　　　　　　　　　　　　　　・前に出て相手にѹ力をかけてから投げる

等のઃ定・礼法のపఈ・審判、記࿥等の役割分୲߲ࣄࢭې・　　　　　　　　　　　　　　 競技方法、審判法、܎り・分୲等の確認、߲ࣄࢭېおよび礼法の確認

約束練習、൓復練習
の方法を理解する

約束練習、൓復練習の
方法を理解する

自由練習の方法を理解
する

グループ学習
・押しグループと寄りグル
  ープに分かれる
・グループで࿩し合い、自主的

に学習を進める

・試合の行い方について

・武道の伝統的な考え方
について

１　基本動作の学習　
　ウォーミングアップ、補強運動として四股、運び足、受け身を全員で行う

ུࣜの審判法

ུࣜの
審判法
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作と基本となる技を用いて、相手の動きに応じながら、攻防を展開できるようにする。相手をଚ重する とともに、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などにつ
いて理解し、健康・安全にؾを഑り課題に応じて学習活動の取り組みを工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技（押し、寄り、前さばき、投げ技）ができるようにする。基本動作と基本となる技を用いて、相手 の動きに応じながら、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方をकり相手をଚ重しようとするとともに、߲ࣄࢭېを行わないなど健康 ŋ安全にؾを഑り、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などについて理解するとともに、課題に応じて学習活 動の取り組み方を工夫することができるようにする。

１　学習の見通しをもつ。
・運動の基ૅ知識を確認し、

学習のねらいや計画をつか
む。
ಛに礼法に関して重点的に
学習する。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　簡易的な試合を行う。
・蹲踞相撲
・ਞ取り相撲
・押し合い相撲

＜学習Ⅰ＞
○基ૅ知識を整理し、学習のね
らい、計画を理解しよう。

લ୯ݩをৼりฦり、相
撲の基本஌ࣝを言った
り書き出している。

１　基本動作の学習（復習）

２　基本となる技とその関࿈
技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○相撲の学習にੵۃ的にऔり૊Έ、基本となる技とその関࿈技ज़を身に付けよう。
○相撲の࿅習により高まる体力について理解しよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本動作および基本とな る技を身につけ、相手の動きに応じて攻防を展開しよう。
○健康・安全に配慮し、互い に仲間の学習をԉॿし合いながら、自身の՝୊に応じた࿅習方๏をબび、学習を進めよう。
○技の໊শや方๏、高まる体 力や試合の行い方を理解するとともに、ྱ ๏、ॴ作を行い相手をଚॏするଶ౓を表し、෢ಓの伝統的な考え方を学ぼう。

１　基本動作の学習（復習）
実戦に向けて、仕切りや
受け身を重点的に行う。

２　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

　　（約束練習）

３　簡易的な試合
・押し合い相撲
・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　関࿈して高まる体力に
ついての学習

２　基本動作の学習
　・立ち合い
　・受け身
　　（復習）

３　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習
　・投げ技（出し投げ）
　・その関連技術

４　簡易的な試合
　・ෳ਺の基本となる技に

限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る

・四股
・運び足
・立ち合い
・受け身

２　基本となる技の学習
・前さばき
　　おっつけ
みࠐりߜ　　
　　いなし

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相

撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

２　基本となる技の学習
基本となる技とその関連
技術

３　簡易的な試合
・ෳ਺の技を用いた体格

別の試合

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法

の確認
　・団体戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法
の確認

　・習熟度別個人戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　基本となる技とその関
࿈技ज़を学習

・寄りとその関連技術
・前さばき
きฦしר・
・投げ技とその関連技術

習技、関࿈技ज़の整ط　３
理確認

４　簡易的な試合
・既習技に限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ

　相撲の基本的߲ࣄに関
する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
・学習ノートをまとめる。

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
○࣍の学習に޲けて、՝୊
や手がかりを整理しよう。

楽しさや喜びを味わいなが
ら、基本となる技 ( ԡし、د
り ) のؔ࿈技ज़のֶ習にੵ
的に取り組もうとしていۃ
る。

礼法、所作を行い、相手
を尊重するଶ度を示そ
うとしている。

相撲の練習により高·
る体力について、書き出
している。

άϧʔϓֶ習の中で、自
਎の՝୊をさがし、その
՝୊に応じた練習の方法
を選んでいる。

相手の動きに応じながら、
基本動作、基本となる技お
よびそΕらのؔ࿈技ज़を
用いて攻防を展開できる。

項を行わないなࣄࢭې
Ͳ、安全にཹ意して簡易
的な試合に取り組んでい
る。

相撲の礼法・所作および
武道の伝統的な考え方、
技の名称や方法、試合の
方法、相撲の練習により
高·る体力について書き
出している。

ֶ習した安全্の஌ࣝ
を、練習や試合のさ·
͟·な場໘に׆用して
いる。

基本となる技（ԡし、د
り、出し投げ）と、そのؔ
࿈技ज़ができる。

指導と評価の計画（第 2学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。(̍時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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等
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注
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・
武
道
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伝
統
的
な
考
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方
・
相
撲
の
伝
統
的
な
所
作
、礼
法

　
　・
基
本
と
な
る
技
の
名
称
や
方
法

・
正
規
の
試
合
方
法

・
審
判
法

・
運
動
観
察
と
見
取
り

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

相手の動きに応じて技を用いることができるよう実戦的な技術を学ぶ

　　　　　　　　　　　（ྫ）・௿い姿勢から押し上げる
　　　　　　　　　　　　　　・上手はઙく、下手はਂく取る
　　　　　　　　　　　　　　・前に出て相手にѹ力をかけてから投げる

等のઃ定・礼法のపఈ・審判、記࿥等の役割分୲߲ࣄࢭې・　　　　　　　　　　　　　　 競技方法、審判法、܎り・分୲等の確認、߲ࣄࢭېおよび礼法の確認

約束練習、൓復練習
の方法を理解する

約束練習、൓復練習の
方法を理解する

自由練習の方法を理解
する

グループ学習
・押しグループと寄りグル
  ープに分かれる
・グループで࿩し合い、自主的

に学習を進める

・試合の行い方について

・武道の伝統的な考え方
について

１　基本動作の学習　
　ウォーミングアップ、補強運動として四股、運び足、受け身を全員で行う

ུࣜの審判法

ུࣜの
審判法

̎ষɹ指導ܭը
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○技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本動作、基本となる技と得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、攻防が展開できるよう にする。相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合えるようにする。健康、安全を確保するとともに、伝統的な行動の仕方を大切にでき
るようにする。また、伝統的な考え方や見取り稽古の仕方などについて理解し、課題に応じて学習活動の方法を工夫することができるようにする。
　【技　　　　　　　　能】得意技を身につける。基本動作と基本となる技ならびに得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、押したり寄 ったり崩したりするなど攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合おうとすることができる。健康、安全を確保し、伝統的な行動の仕方 を大切にすることができる。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方などについて理解するとともに、自己やグループの課題 に応じて学習活動の仕方を工夫することができる。

１　学習の見通しをもつ。
　本単元の学習のねらいや計画

をつかむ。
 ・学習ノートの準備

２　前単元で学習した知識を確
認する。

 ・技の名称や行い方、試合の
行い方、武道の伝統的な考
え方

３　相撲に必要な体力要素とそ
の高め方を理解する。

 ・必要な体力要素
 ・トレーニング法など

４　簡易的な試合を行う。
 ・既習技に限定した相撲

＜学習Ⅰ＞
○前単元で学んだ知識を整理す
るとともに、体力の高め方につ
いて学ぼう。
学習のねらい、計画を理解しよう。

相撲に必要な体力要素
とその高め方につい
て、言ったり書き出し
たりしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重点

的に

２　基本となる技の学習
 ・押しとその関連技術（復習）
 ・寄りとその関連技術（復習）
 ・前さばき（復習）
 ・投げ技とその関連技術（復

習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運動、
片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○基本となる技を身に付け、簡易的な試合を楽しむことができるようにしよう。
○簡易的な試合の中で、自己の役割を責任をもって果たすとともに、健康・安全を確保でき
るようにしよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○自ら進んで伝統的な行動 の仕方を大切にしながら、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わおう。
○相手の動きの変化に応じ ながら、基本動作、基本となる技や得意技を用いて、攻防を展開しよう。
○グループ学習では、自分に 合った攻防の仕方を見付け、安全に配慮して仲間と教え合いながら、得意技を身に付けよう。

１　基本動作の復習　
　　ウォーミングアップ、 補強運動としてグループごとに要点等を確認しながら行う
　　・蹲踞姿勢 ・塵 浄水　　・中腰の構え　　・腰割り　　・四股　　・運び足　　・仕切り　　・受け身　　・立ち合い

２　得意技の学習
　　押し・寄りグループ に分かれ、グループ学習を行う

・自己の体力、能力、習 熟度等に合わせて攻防の仕方や得意技を選ぶ
・課題に合わせた練習 方法等を工夫する
・練習計画等を策定し、 自主的に練習する

計画立案および実際 の練習に当たっては、仲間と相談・協力して進める
運動観察の方法を学 び、グループ学習の中で活かしていく

新たな技として上手投げ、下手投げを学習する
［寄ってから投げる、体を開いて投げる］

・審判等の役割の遂行　・伝統的な行動の仕方の理解　
・健康、安全の確保　　・技能の習熟を念頭に（自由練習の前段階として）実施

・見取り稽古の方法を理解し実践する

・自主的に健康、安全を管理する

・自ら伝統的な行動を大切にする

・武道の伝統的な考え方を意識する

・勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わう

・正規の試合の方法　　 審判法の確認　　　・伝統的な行動（礼法を含む）の実践
・健康、安全の確保　　 ・得意技の習熟に向けた仲間への助言と相互評価

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り、前さばき、

出し投げとそれらの関
連技術（復習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り（復習）
 ・吊り（約束練習）

３　簡易的な試合
 ・多様な技を用いた相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
・団体戦（5人または7人）

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

３　試合
 ・体格別個人戦

４　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・グループ別
　個人リーグ戦

（無差別個人戦予選）

３　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・団体戦（5 人または 7人）

 ・無差別個人決勝戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
 ・個人戦（リーグ戦またはトーナメン

ト戦）

４　学習のまとめと整理運動、片づけ

１　単元末の学習ノー
ト、筆記試験
　・基本動作、基本とな

る技、関連技術の名
称と方法

　・相撲の伝統的な行
動の仕方と武道の
伝統的な考え方

　・見取り稽古や運動
観察の方法

　・必要な体力要素と
その高め方

　・正規の試合方法や
審判法

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評
価、発表

・グループミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○相撲の学習で学んだ
ことを整理し、各自がこ
れからも継続的して相
撲を楽しむための関わ
り方を考えよう。

簡易的な試合で、自己の役
割を責任をもって自主的に
果たそうとしている。

簡易的な試合で健康、
安全を確保している。

基本となる技（投げ技）
ができる。

相手を尊重し、試合
の中で、伝統的な礼
法、所作を大切にし
ようとしている。

相手の動きの変化に応じな
がら、基本動作と基本とな
る技ならびに得意技を用い
て、攻防を展開している。

勝敗を競う楽しさや
喜びを味わいながら、
試合に自主的に取り
組もうとしている。

相撲を継続して楽し
むための自己に適し
たかかわり方を見つ
けている。

【知識・理解】学習ノート
の記述および単元末テス
トの結果から実現状況を
判断する。

相撲の礼法・所作およ
び武道の伝統的な考え
方、技の名称や方法、試
合の方法、運動観察と
見取りの方法について
書き出している。

健康や安全を確保する
ために、習熟度や体調
に応じて適切な練習方
法を選んでいる。

自己の技能・体力の程度に応じて、
自己に適した攻防の仕方や得意技
を選んでいる。

指導と評価の計画（第 3学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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正規の審判法
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○技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本動作、基本となる技と得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、攻防が展開できるよう にする。相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合えるようにする。健康、安全を確保するとともに、伝統的な行動の仕方を大切にでき
るようにする。また、伝統的な考え方や見取り稽古の仕方などについて理解し、課題に応じて学習活動の方法を工夫することができるようにする。
　【技　　　　　　　　能】得意技を身につける。基本動作と基本となる技ならびに得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、押したり寄 ったり崩したりするなど攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合おうとすることができる。健康、安全を確保し、伝統的な行動の仕方 を大切にすることができる。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方などについて理解するとともに、自己やグループの課題 に応じて学習活動の仕方を工夫することができる。

１　学習の見通しをもつ。
　本単元の学習のねらいや計画

をつかむ。
 ・学習ノートの準備

２　前単元で学習した知識を確
認する。

 ・技の名称や行い方、試合の
行い方、武道の伝統的な考
え方

３　相撲に必要な体力要素とそ
の高め方を理解する。

 ・必要な体力要素
 ・トレーニング法など

４　簡易的な試合を行う。
 ・既習技に限定した相撲

＜学習Ⅰ＞
○前単元で学んだ知識を整理す
るとともに、体力の高め方につ
いて学ぼう。
学習のねらい、計画を理解しよう。

相撲に必要な体力要素
とその高め方につい
て、言ったり書き出し
たりしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重点

的に

２　基本となる技の学習
 ・押しとその関連技術（復習）
 ・寄りとその関連技術（復習）
 ・前さばき（復習）
 ・投げ技とその関連技術（復

習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運動、
片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○基本となる技を身に付け、簡易的な試合を楽しむことができるようにしよう。
○簡易的な試合の中で、自己の役割を責任をもって果たすとともに、健康・安全を確保でき
るようにしよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○自ら進んで伝統的な行動 の仕方を大切にしながら、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わおう。
○相手の動きの変化に応じ ながら、基本動作、基本となる技や得意技を用いて、攻防を展開しよう。
○グループ学習では、自分に 合った攻防の仕方を見付け、安全に配慮して仲間と教え合いながら、得意技を身に付けよう。

１　基本動作の復習　
　　ウォーミングアップ、 補強運動としてグループごとに要点等を確認しながら行う
　　・蹲踞姿勢 ・塵 浄水　　・中腰の構え　　・腰割り　　・四股　　・運び足　　・仕切り　　・受け身　　・立ち合い

２　得意技の学習
　　押し・寄りグループ に分かれ、グループ学習を行う

・自己の体力、能力、習 熟度等に合わせて攻防の仕方や得意技を選ぶ
・課題に合わせた練習 方法等を工夫する
・練習計画等を策定し、 自主的に練習する

計画立案および実際 の練習に当たっては、仲間と相談・協力して進める
運動観察の方法を学 び、グループ学習の中で活かしていく

新たな技として上手投げ、下手投げを学習する
［寄ってから投げる、体を開いて投げる］

・審判等の役割の遂行　・伝統的な行動の仕方の理解　
・健康、安全の確保　　・技能の習熟を念頭に（自由練習の前段階として）実施

・見取り稽古の方法を理解し実践する

・自主的に健康、安全を管理する

・自ら伝統的な行動を大切にする

・武道の伝統的な考え方を意識する

・勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わう

・正規の試合の方法　　 審判法の確認　　　・伝統的な行動（礼法を含む）の実践
・健康、安全の確保　　 ・得意技の習熟に向けた仲間への助言と相互評価

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り、前さばき、

出し投げとそれらの関
連技術（復習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り（復習）
 ・吊り（約束練習）

３　簡易的な試合
 ・多様な技を用いた相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
・団体戦（5人または7人）

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

３　試合
 ・体格別個人戦

４　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・グループ別
　個人リーグ戦

（無差別個人戦予選）

３　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・団体戦（5 人または 7人）

 ・無差別個人決勝戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
 ・個人戦（リーグ戦またはトーナメン

ト戦）

４　学習のまとめと整理運動、片づけ

１　単元末の学習ノー
ト、筆記試験
　・基本動作、基本とな

る技、関連技術の名
称と方法

　・相撲の伝統的な行
動の仕方と武道の
伝統的な考え方

　・見取り稽古や運動
観察の方法

　・必要な体力要素と
その高め方

　・正規の試合方法や
審判法

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評
価、発表

・グループミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○相撲の学習で学んだ
ことを整理し、各自がこ
れからも継続的して相
撲を楽しむための関わ
り方を考えよう。

簡易的な試合で、自己の役
割を責任をもって自主的に
果たそうとしている。

簡易的な試合で健康、
安全を確保している。

基本となる技（投げ技）
ができる。

相手を尊重し、試合
の中で、伝統的な礼
法、所作を大切にし
ようとしている。

相手の動きの変化に応じな
がら、基本動作と基本とな
る技ならびに得意技を用い
て、攻防を展開している。

勝敗を競う楽しさや
喜びを味わいながら、
試合に自主的に取り
組もうとしている。

相撲を継続して楽し
むための自己に適し
たかかわり方を見つ
けている。

【知識・理解】学習ノート
の記述および単元末テス
トの結果から実現状況を
判断する。

相撲の礼法・所作およ
び武道の伝統的な考え
方、技の名称や方法、試
合の方法、運動観察と
見取りの方法について
書き出している。

健康や安全を確保する
ために、習熟度や体調
に応じて適切な練習方
法を選んでいる。

自己の技能・体力の程度に応じて、
自己に適した攻防の仕方や得意技
を選んでいる。

指導と評価の計画（第 3学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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